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関東地協は 7月 17日本部会議室において「第 6回定期大会」

を開催し、平成 30年度の運動の到達点、克服点について議論し、

この 1年間の運動方針を満場一致で確認しました。 

特に昨年来会社によって発表された「変革２０２７」や、起因する各

施策について「決して消化不良とすることなく会社と現場をキチン

とつなぐ」とし、さららに「労働組合として職場生産点である職場の

意見や疑問点を会社に発信し、議論を創り出す」、「経過や結果について仲間に説明し理解

を深めてもらう」というあたり前の運動を労働組合への参加・不参加を問わず不断に運動と

して展開していくことを確認しました。また、労働条件改善の取り組みについては「会社をさ

らに発展させるため自らを向上させる」とし「会社の利益分配については安全性向上、一層

のお客様サービスを具現化する意味から社員教育の充実、さらに最大の労

働条件である、働き甲斐のある賃金についても堂々主張していくとしました。 

時代の趨勢は民主的労働運動の定着、新しい労働運動の創出と緊張感ある

労使関係の構築にあると考えます。 

笑顔を競い合える職場創りを私たちの手で成し遂げましょう！！ 

会社の明るい未来を創るため「さらに前へ！」 
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私たちは組合員のための真の企業内労働組合を創造する！
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